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国際ロータリー第 2360 地区 2009-2010 年度ガバナー エヴァ・パーソン よりメッセージ 

Dear Sirs! 

We would like to express our gratitude for the hospitality you showed the Swedish GSE-team during 
their stay in Japan. 
When I met with Mr Watanabee in San Diego January 2009 he told med that there were about 60 
applications (for team member ) from very qualified young persons. We realize it must have been a 
very hard job to pick out the most qualified ones and we congratulate you for making such a good 
choice.
The team members were all extraordinary good. All of them were very receptive, open minded and 
interested in learning about the Swedish society and culture. From the very first beginning, when they 
arrived in Sweden, they picked up the social codes and the culture differences very quickly. It made 
them fit in everywhere. Sometimes we had a slight language problem but since one of the members 
where fluently English speaking it was rather easy to solve. 
We also would like to congratulate you for choosing such a nice team leader. In our opinion he took 
very good care of his team. He was very humble and supportive to them and we realized he is a very 
good leader.  
Both the team members and the team leader took part in the entire program, both vocational and social 
programs, with a true interest. 
Therefore we thank you for sending such a good team. 

    Our best wishes 

    Eva Persson 
    DG 23 60   2009-2010   
和訳

親愛なる皆様へ

まずは、皆様方に、私共のチームがそちらに滞在した際に賜りました御厚情につきまして心よ

り感謝を致します。

私が 2009 年にサンディアゴで渡邉ガバナーとお会いしたとき、彼から派遣団員に 60 名もの若

者が応募の期待を寄せていると聞きました。そのような中で派遣団員を選ぶということは大変な

ことと存じますが、見事にその責を果たされましたことお慶び申し上げます。

派遣されてこられた団員の皆さんは、本当に素晴らしい方々でした。それぞれの皆さんは、ス

ウェーデンにおける社会事情や文化について興味をもち、心を開き学ばれていきました。スウェ

ーデンに到着したそのときから、日本との違いを理解し溶け込みました。お陰でどこでも受け入

れられました。時々、言葉の障害もありましたが、団員の中で助け合いすぐに解決されました。

また、とても素敵なチームリーダーを選ばれたこと心よりお慶び申し上げます。彼は、団員の

面倒を良く見たばかりではなく、謙虚に振舞いながら実によく手助けをしており、私共としては

素晴らしいリーダーであったことを認めたいと思います。

団員もリーダーもすべてのプログラム、職業訓練および社交行事、について実に興味を持って
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RI2360 地区とのＧＳＥプログラムを終えて 

RI2510 地区 GSE 委員会 

委員長 沼 舘 栞 

札幌清田ロータリークラブ 

 

今年度ＧＳE 委員会の事業は、スウェーデンの RI 第 2360 地区との派遣交換プログラムでした。 

今回の派遣交換に際しましては、渡邉ガバナーをはじめ、神部代表幹事、岩城財団委員長の皆様に

は大変ご心配をお掛けする事態となり、無事にプログラムを終えることができるのか、胃の痛む毎日

でございました。 

今年度の派遣交換は、例年と違い派遣メンバーの職種を絞り、重点的 GSE ということで社会福祉

介護従事者を募りました。 

そして、高齢者医療・福祉介護を学び体験するためにも、社会福祉の分野で最も進んだ国であるス

ウエーデンの RI 第 2360 地区と交渉して参りました。 

RI 第 2360 地区はスウエーデン第２の都市イエーテボリを中心とした地区です。当地区の GSE 派遣

交換は 15 回目となりますが、今までヨーロッパとの交換が一度もなく初めての経験でしたので楽し

みにしておりました。 

 今回 4 名の前途有望なメンバーを選出し、1 年以上前より毎月一度の研修会を開催する中、皆様の

ご協力もあり、素晴らしい派遣チームが誕生いたしました。 

 GSE のプログラムを成功させるためには、多くのロータリアンの皆様にご尽力いただくことになり

ます。 

4 月 1 日からの RI 第 2360 地区の受入にあたりましては、北広島 RC をはじめ、留萌 RC・滝川 RC・

室蘭東 RC・札幌東 RC の 5 つのクラブにお世話をいただきながら、1 ヶ月間の研修を無事終えるこ

とができました。 

受入メンバーは行く先々のクラブで大歓迎を受け、彼らからは滞在地での素晴らしい体験を通し日

本のイメージがより良いものに変わったこと、このような経験は人生の中で最も得がたいことの一つ

であり、沢山の方にこの GSE プログラムの素晴らしさを味わって欲しいとの言葉を頂き、この何ヶ

月かの苦労が報われた重いでございました。 

そして、4 月 30 日には、丸山淳士チームリーダと今回 GSE を通じて仲間になった 4 名全員が人

生で共通する目標を持ってスウエーデンへと出発しました。 

彼らはこの経験を通じて、スウエーデンと日本の文化の違いからくる医療、介護制度の違いを学ぶこ

とができ、GSE でなければ出来ないような貴重な体験ができたことに大変感謝をしておりました。 

GSE 委員会として、この度の派遣交換は素晴らしいプログラムになったと確信しております。 

1 ヶ月と短い期間でしたが、派遣交換メンバーが遠い国で得た貴重な体験で、世界の平和を求める

人間に成長し、今回の経験を自国で生かして地域に貢献してくれることを願っております。 

最後になりましたが、ロータリアンの皆様のロータリー財団に対するご理解とご支援、並びに GSE

プログラムに対するご協力があって、このプログラムが成り立っております。今回のプログラムに関

わりました地区関係者の皆様、また関係グループのガバナー補佐の皆様、受け入れホストクラブ、ホ

ストファミリーの皆様、ご協力有難うございました。ＧＳＥ委員会としまして、この場をお借りしま

してお礼を申し上げます。 
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ＧＳＥコーディネーター報告 

 

第 7 グループ GSE コーディネーター 

        北広島ロータリークラブ  

馬場 信吾 

以前、青少年交換委員をお引き受けした折、大変お世話になった沼館委員長より、昨年 6 月、GSE

地区委員の任命をうけました。実力のある GSE 委員の方々から少しずつ勉強をさせて頂こうと思っ

ていたところ、いきなり今回のコーディネイトを任され、困惑いたしました。どのようなプログラム

を組めば良いのか頭を悩ませましたが、GSE のメンバー及び、加藤ガバナー補佐より助言を頂き、又、

千歳、恵庭、北広島 RC の協力を仰ぎ、なんとか一連のプログラムを組むことが出来ました。 

深く感謝いたします。 

以下、第 7 グループとしての行程を紹介いたします。 

4 月 3 日、トーキル委員とボランティア通訳の方の案内にて野幌開拓記念村見学。北海道の歴史の

香りを楽しんで頂けたと思っています。 

4 日、各ホームステイ先にて、交流を深めて頂きました。 

5 日、北広島市内見学。 

市長訪問のち、大曲札幌八幡宮(菊池重敏会員)にて神妙な面持ちで旅行安全祈願をうけ、その後、

中の沢にある宙吹きガラス工房ガラスノウチでおのおの個性的な芸術作品を創造したようです。夜、

北広島 RC 例会に出席。 

6 日、北星学園大学 濱文章教授の御紹介で、同大学西脇隆二(マーケティング専攻)、宣野智篤(フェ

アトレード専攻)両教授の講義を拝聴し、有意義な時間を過ごして頂けたと思っています。 

7 日、恵庭 RC の村元会長の御指導をもと、ジャパニーズカルチャーの代表である書道初体験。及

び、恵庭 RC 昼例会出席、えこりん村でトマトの木におどろ木。札幌ビール工場見学と共に、盛大な

るジンパを開催して頂き、一気に盛りあがりました。 

8 日、千歳 RC 酒井宏会員の御紹介により、自動変速機世界シェア 75% を誇るダイナックスの本

社、工場の見学(ダイナックス堺多一郎様には大変お世話になりました)。その後、千歳 RC 例会に集

積、丸駒温泉にスウェーデン国王が来訪されていたことを伺い、大変驚いた様子でした。例会の後は

千歳レラでおかいもの、北大にてアイヌ民族の勉強、温泉ツアーなどそれぞれに判れて楽しんだ様子

です。 

9 日、留萌までトーキル委員添乗にて電車移動。 

 

以上、7 日間皆様の惜しみ無い御協力のお陰を持ち、無事全行程を終了することが出来ました。 

手と手が輪になり世界に繋がって行く。 

あらためてロータリアンとしての幸福を感じているところです。 

有難うございました。 
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受入感想 第 2 週 第 1 グループ 

 

｢スェーデンからの GSE 受入を終えて｣ 

留萌ロータリークラブ 

第 1G ガバナー補佐   田中公一 

 

前回タイからの受入では、コーディネーターを務めさせていただきましたが、今回は IM もありまし

たので、留萌が受入を一番初めに表明し、地区委員会には日程で便宜をはかってもらいました。 

6 年前は小平 RC、羽幌 RC さんにも研修をお願いしましたが、今回は後半を滝川 RC さんにお引

き受けいただいた事により、さらに充実した研修内容になったと確信しております。 第 1 回のコー

ディネーター会議の時には、スェーデン側の事情で状況が判らなく、地区委員会でも困っておりまし

たが、来日されたリーダーのカトリーヌさんは、地区の HP にも書かれているように、『とても落ち着

いた淑女で、英語での会話も、一言一言かみ締めるようにお話ししていただけます。』 お会いした皆

さんが同じ感想をもたれたと思います。研修終盤に沼舘委員長さんが、体調を気遣って疲れてません

かと、お聞きしても決して疲れたとは口に出さなかったそうです。エレガントな一面と、鉄のような

固い意志を兼ね備えたロータリアンです。  

GSE メンバーは男性 1 名・女性 3 名で、職業や経歴で留萌でのホストファミリーの希望と一致し

ました。我が家にはボルボに勤務しているカミラさんがホームステイすることになり、事前に写真や

経歴をいただいておりましたので、留萌駅でお会いした時には、初対面のような気がしませんでした。

また知人に 13 年前に購入したボルボの車を、大切にキズ一つなく乗っている方がおりましたので、

我が家からミーティング先のホテルまで、カミラさんにも乗っていただきました。やはり自分たちの

作った車を、遠い極東の日本で見ることができ、実際に乗れた事も喜んでもらえました。 

西谷コーディネーターからは、食べ物の好みの情報も得られましたので、夕食のメニューの参考に

なりましたし、カミラさんはリンゴも好物で、毎日 3 個は食べると聞きましたので、地元増毛のリン

ゴではありませんが、青森産のリンゴを美味しいと食べて下さいました。 

ホームステイ先での夕食は、2 回しかありませんが、我が家にはリーダーのカトリーヌさん、通訳

をお願いした地区委員のトーキル先生（札幌南 RC）にも来ていただき、カミラさんも言葉の問題が

無くいろいろな話題で話が弾み、国稀と和食・ワインで洋食と楽しい夕食になりました。トーキル地

区委員さんとは WCS のタイ検証ツアーでご一緒させていただいたのがご縁で、5 日間も留萌でお世

話になりました。 

今回、スェーデンからの素晴らしいメンバーともお会いできましたのは、第 1 グループ各クラブと、

滝川ロータリークラブさんの協力、さらに地区 GSE 委員会のご指導のお陰です。ひとつ残念で申し

訳なかったのは、GSE 受入の間に会員ご家族のご不幸が続きました。しかし両会員とも与えられた役

割を断ることなく実行して下さり、本当に頭の下がる思いで一杯でした。 

6 月 12 日のスェーデン派遣・日本チームの帰国報告会に出席しますと、ガバナー補佐としての任

務を終えることになりますが、ふり返ってみますと多くの皆様のお陰で、なんとかここまでくること

ができました。本当に幸運なことばかりで、今までのロータリーでの経験で、無駄になったものは一

つもありませんでした。心から皆様に感謝して終わりといたします。「誠に有り難うございました。」 
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北広島クラッセホテルにて（4 月 2 日）

GSE 委員会との食事会（4 月 16 日）

サンディエゴでの出会い GSE 委員会との食事会（4 月 16 日）

千歳空港到着
（4 月 2 日）

千歳空港お出迎え（4 月 2 日）

歓迎会でのプレゼント（4 月 3 日）

サラの誕生日（4 月 15 日）

歓迎会（4 月 3 日）
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第 1 週の想い出（第 7 グループ）
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第 2 週の想い出（第 1・2 グループ）
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第 3 週の想い出（第 9 グループ）
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第 4 週の想い出（第 5 グループ）
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壮行会・送別会（4 月 29 日） 壮行会・送別会（4 月 29 日）

反省会（4 月 30 日）

カトリーヌ・リーダーと宮崎委員

サラ カミラ

カタリーナ

デニス

壮行会・送別会（4 月 29 日）

壮行会・送別会（4 月 29 日）
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派遣チームの想い出



62

派遣チームの想い出
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編集後記

2009-2010年度の交換事業のきっかけは2008年の秋、GSE委員会において、これまで14回の交換事業

では行ったことの無い、欧州における地区との接点を探そうというとこから始まった。また、重点的GSEにも

挑戦してみることとして、医療・介護の分野において先進的な地域との交換を検討することとなった。

手始めとして、デンマークの各地区に連絡を取ったが、いずれも既に相手地区が決定しているか、GSE活

動を行っていないかで、不振に終わり、次に、スウェーデンの地区に連絡を入れたところ、2360地区よりそ

の可能性がある旨の回答を頂き、早速話を進めることとなった。

当初は、こちらの地区大会および相手地区の地区大会に合わせた時期の交換を考えていたが、相手地区が、

地区大会にこだわらない時期での交換の申し出があり、こちらのGSE委員会として、何とか時期を合わせられ

ないかやり取りを行っていたが、2009年1月サンディエゴにおいて、当地区の渡邊ガバナーエレクトと相手

地区、エバ・パーソンガバナーエレクトが直接会い、日程が2010年4月の受入、2010年5月の派遣と決定

された。

これを受けて、まず派遣チームリーダーに奥貫一之氏（札幌東RC）を選任し、3月に団員の募集を開始した。

重点的GSEの始めての試みということで、応募者がどのような状況になるか、気をもんだが、最終的にクラブ

推薦を正式に受けた申し込みが14名となり、選考会を開催する運びとなった。

応募者はいずれも意欲に溢れた若者で、選考手続きは大変困難であったが、14名の中から6名の候補者を

選考し、6月にその中から4名の派遣団員と2名の補欠団員を決めることとした。

その後、奥貫リーダーの献身的な研修が開始され、スウェーデンについての勉強が行われ6月に最終的な選

考が行われ4名が決定した。

2010年2月に奥貫リーダーが仕事の関係で派遣に加わることが困難ということが判明し、急遽、丸山淳士

パストガバナーにチームリーダーをお願いすることとなったのは誠に残念なことではあったが、丸山リーダー

の卓越した才能により無事、派遣活動が終えられたことは望外の喜びである。

また、受入に関して2009年10月中には2360地区からの団員が決定する旨伝えられていたが、最終的に

団員が伝えられたのは2010年1月のことであった。相手地区においてもチームリーダの交替があり、受けれ

準備の具体的計画がぎりぎりまで立てられず、お世話をいただいたコーディネーターの皆様には、本当にご苦

労をお掛けし、感謝の念に耐えない。

双方の派遣が終了し、4ヶ月が経ち、派遣団員たちがそれぞれ素晴らしい記憶を残し今後の人生の糧とされ

ることを大いに期待し、ロータリーにおけるGSE活動の意義を再度認識した次第である。（石丸）
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